
8-A1 

 運動方程式は， 

)(2,sin)( 122211 xxkxmtFxxkxm     

となる。定常振動解を tXxtXx  sin,sin 2211  と仮定すると 
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を得る。上式より，X1および X2について解くと，応答振幅が 
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と求められる。 

 

8-A2 

 運動方程式は， 

tFxxkxmxxkkxxm sin)(23),(2 1222111    

となる。定常振動解を tXxtXx  sin,sin 2211  と仮定すると 
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を得る。上式より，X1および X2について解くと，応答振幅が 
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と求められる。上式から，X2が 0 となる条件は 0)3( 2  mk と得られる。ゆえに，質量 3m

が静止する振動数は mk /3 となる。また，このときの質量 mの応答振幅 X1は 
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と得られる。したがって，質量 mの応答振幅の大きさは F/(2k)となる。 

 

8-A3 

 主振動系の最大振幅比が 5 以下となる条件 
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から，質量比は 12/1 の条件を満たす必要がある。ここでは， 12/1 とする。これより，

動吸振器の m，kおよび cの値は次のように求められる。 
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8-B1 

 運動方程式は， 
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となる。定常振動解を tt  sin,sin 2211  と仮定すると 

0)45(4,2)42( 2
2

121
2   mlklklFklmlkl  

を得る。上式より，X1および X2について解くと，応答振幅が 
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と求められる。 

 

8-B2 

 sinωtを複素数 tje  と置き換えると運動方程式は， 

)(,)( 1222111 xxkxmFexxkxcxm tj     

となる。定常振動解を tjtj eXxeXx 
2211 ,  と仮定すると 
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を得る。上式より，X1および X2について解くと， 
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ここで， 

 
222

2

)(

)(
tan

kmk

cmk







  

と定義されている。しかがって，定常振動解は 
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と求められる。 


